
「市有温泉施設に係るサウンディング型利活用調査」を実施します 

                            

 本市が所有する温泉施設に関して、民間事業者との「対話」を通じて利活用のアイデア

や市場性の有無等を調査する「サウンディング型利活用調査」を実施します。 

 

１ 実施目的 

  本市では、市民の健康保持や福祉の増進等を図ることを目的に、３つの温泉施設を所

有しており、市民だけではなく赤城山観光に訪れる方々にも広く利用されています。し

かし、近年では、民間事業者による日帰り入浴施設が設置されるなど、本市の温泉施設

を取り巻く環境の変化により、利用者数は減少しています。 

  今後も安定的に温泉施設を維持し、より良いサービスの提供を行っていくためには、

民間事業者との対話の場を設け、温泉施設の市場性の有無や活用のアイデアを広く聴く

ことが重要です。そこで、温泉施設の利活用の検討材料とするため、「サウンディング

型利活用調査」を実施します。 

 

２ 対象施設 

(1) あいのやまの湯（荻窪町５３０番地１） 

(2) 粕川温泉元気ランド（粕川町月田３７２番地１） 

(3) 富士見温泉見晴らしの湯 ふれあい館（富士見町石井１５６９番地１） 

 

３ スケジュール 

(1) ９月１日(火)～９月２４日(木)    説明会及び現地見学会参加申込期間 

(2) １０月１日(木)・６日(火)・８日(木) サウンディング参加事業者向け説明会及  

び現地見学会 

(3) １０月１日(木)～１０月２２日(木)  サウンディング参加申し込み期間 

(4) １１月２日(月)～１１月１３日(金)  サウンディングの実施（事業者との対話）  

(5) 令和３年１月以降          サウンディング結果の公表及び結果を踏   

まえた公募条件等の検討 

 

４ 実施要領等 

  別紙をご覧ください。 

 

 

 

【サウンディングの実施について】     【温泉施設の運営状況等について】 

担 当 資産経営課 資産活用推進室    担 当 公園管理事務所 

電 話 027-898-6654                  電 話 027-225-2116 
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